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■ 京都議定書目標達成計画、川崎市地球温暖化対策地域推進計画、カーボン・チャレンジ川崎エ

コ戦略（CC かわさき）等と連動した地域からの実践による、低炭素社会の実現を目指す 

■ モデル事業の展開により家庭における CO2削減を推進する 

■ エコマインド醸成、エココンシャス向上に向けた普及啓発活動の展開と新たな文化・価値創造

に取り組む 

 

 

アクションプラン 

 
短期的プログラム 中期的プログラム 長期的プログラム    達成期間 

重要テーマ 2 年（～2010 年度） 5 年（～2013 年度） 10 年（～2018 年度） 

緑化 ● 緑のカーテン事業の展開  

● 区役所の緑化、グリーン電力

購入等、エコシティホール化推進

● 緑化推進重点地区計画事業の

推進 

● かすみ堤の保全・活用による

「緑のコリドー」の整備 

 

再生エネルギーの

活用 

● 再生可能エネルギーの利用促

進 

● まちなか油田プロジェクトの

推進 

● 生ゴミリサイクルシステムの

構築 

 

普及／啓発 ● エコエネライフコンクールな

ど普及啓発イベントの実施 

● 地図による地域環境資源の共

有化の促進 

  

計画／制度  ● 行政区レベルでの SEA（戦略的

環境アセスメント）の実施 

● エコ・コミュニティ単位の自治

制度の創出 

 ＜検討課題「5つの提言」＞ 

● 脱自動車社会を目指した地域交通政策の再構築 

● 環境活動・資源保全に関する新たな資金制度の創出 

● 商店街活性化による中程度の密集度の住宅地の形成促進 

基本目標Ⅰ：低炭素社会の実現 



第 2回「エコシティたかつ」推進会議 

 資料 6-2 

 

 

 

目標 

■ 海面水位の上昇、豪雨や台風の強度の増大、渇水の深刻化など、気候変動に適応しうる「水災

害適応型社会」づくりを推進する 

■ 流域単位の重層的な治水対策を推進する 

■ 渇水リスクに対応して総合的水資源マネジメントを推進する 

 

 

アクションプラン 

 
短期的プログラム 中期的プログラム 長期的プログラム    達成期間 

重要テーマ 2 年（～2010 年度） 5 年（～2013 年度） 10 年（～2018 年度） 

雨水利用／水循環 ● 雨水利用の促進 ● 仮称「たかつ地域水循環計画」

の策定 

● 複合型氾濫マップ（ハザードマ

ップ）の恊働作成 

● 水の道調査に基づく復元水系

図の作成 

● 二ヶ領用水など区内小河川の

再生 

● 小流域単位の総合治水の推進 

普及／啓発 ● 地図による地域環境資源の共

有化の促進【再掲】 

  

計画／制度  ● 行政区レベルでの SEA（戦略的

環境アセスメント）の実施【再掲】

● エコ・コミュニティ単位の自治

制度の創出【再掲】 

 ＜検討課題「5つの提言」＞ 

● 環境活動・資源保全に関する新たな資金制度の創出【再掲】 

 

 

基本目標Ⅱ：防災都市づくりの推進 
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■ 新・生物多様性国家戦略、川崎市環境基本計画、緑の基本計画等を踏まえ、生命（いのち）の

賑わい豊かな自然共生型の都市再生を、地域から推進する 

■ 流域アプローチによるランドスケープを重視した緑の保全と創造に取り組む 

■ 農的空間（市街化区域内生産緑地、市街化調整区域内の農地）を活かしたまちづくりを進める 

 

 

アクションプラン 

 
短期的プログラム 中期的プログラム 長期的プログラム    達成期間 

重要テーマ 2 年（～2010 年度） 5 年（～2013 年度） 10 年（～2018 年度） 

生物多様性 ● 流域アプローチによるビオト

ープの計画的整備の推進 

 

● 生物多様性保全地域モデル計

画の作成 

● 生命地域による都市計画の推

進 

農地 ● 橘地区の農的資源を活かした

まちづくりの推進 

  

普及／啓発 ● 地図による地域環境資源の共

有化の促進【再掲】 

  

計画／制度  ● 行政区レベルでの SEA（戦略的

環境アセスメント）の実施【再掲】

● エコ・コミュニティ単位の自治

制度の創出【再掲】 

 ＜検討課題「5つの提言」＞ 

● 環境活動・資源保全に関する新たな資金制度の創出【再掲】 

● 自然共生型都市再生の推進に向けた新たな制度設計 

● 生産緑地など農地空間を活かしたまちづくりの推進 

 

基本目標Ⅲ：自然共生型都市再生の推進 


